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さくら 

今年の桜の開花は例年より遅く、デイ周辺では丁

度 お花祭りの4月8日辺りが満開でした。開花後

は、天気が不安定で桜を楽しむ時間は少なかった

のですが、少ない晴れの日に近隣の公園で機能訓

練がてらに桜と記念写真を収めることが出来まし

た。青空に映える桜のピンクの花びらに皆さん‘キレ

イだねー’と、喜ばれていました～ 

デイのレクリエーションでも桜の季節という事

でちぎり絵ボランティアの安藤さんのご協力

で、桜の作品作りを行いました。皆さん素敵な

作品に仕上がっていました～↓ 



坊

編集後記 

ご家族交流会 

4/9から23日まで、能登地震の支援で、門徒さんの家財撤去のお手伝

い、半壊の本堂の片付け、避難場所での炊き出しのお手伝いに行かせて

頂きました。80代の門徒さんの家は解体予定ですが、家ごと壊すので

なく、タンス、洗濯機、冷蔵庫やソファ、テレビ、大量の割れた食器や衣類

や布団等、生活していたすべてのものを、自分で8種類に分別し、処理

場に持っていく必要があるのですが、運転免許を返納しているため不

可能なのです。きちんと箱に入ったふかふかの座布団に『婆さんが嫁に

持ってきたまま使わずに捨てるんだな』とご主人が、ポツンと言われま

した。使い古した思い出の品も、使わないで大切にしまっていた物も愛

着は同じ。80歳を過ぎた老夫婦、住み慣れた家や品物を失い、避難所生

活をしながら、仮設住宅が当たるのを待っています。それでも、家の前

の畑で丁寧に野菜を育てていて、動物対策の手作りの柵を修理してお

られました。自分で食べる分くらい作らないと、買う所も無くなったと、

解体する大きな家の前の、小さな家庭菜園に肥料をまいて、鍬を入れ

て働いているやせたご主人の姿に、生命力をひしひしと感じました。 

（能登体験記、次月号も続く） 

ボランティアさん募集

デイサービス還る家ともに 

では、現在ボランティアさん

を募集しています。 

活動内容は、 

・ご利用の方とのお話相手 

・お散歩付き添い 

・食事作り 

・レクリエーション 

・園芸作業 

などです。 

ご希望の方は、お気軽に 

ミネまでお問い合わせくだ

さい。宜しくお願いいたしま

す。 

 

桜餅つくり 

 

 
デイサービスご利用のご家族の皆様を対象としたご家族交流会を下記日程にて開催いたします。 

日頃の介護の苦労話や介護の情報交換等、ご家族同士の交流の場としてご活用いただければと 

思います。 

開催日時 令和6年6月12日（水）10時30分～12時00分 

開催場所 デイサービス還る家ともに（水曜ご利用者によるハンドベル演奏会もあります～） 

参加方法 参加ご希望の方は申込用紙にご記入いただきデーサービス職員にお渡しください。 

     申し込み締め切り場→6月5日（水） 

 

＊交流会終了後、こよりどうカフェでランチをご希望の方は予約をとりますので、早めにスタッフま

でお声掛けください（満員の場合もあります。ご了承ください。）     

 

お気軽にご参加ください。宜しくお願いいたします。 

桜の季節感を楽しもうと、ご利用の皆さんと桜餅

づくりをしました。皆さんご自身で食す生地はそ

れぞれに焼いていただきました～ 

美味しくいただきました。ご馳走さまでした！ 


